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石元石材工業株式会社    
神戸市兵庫区菊水町 9‐17‐6      

  0120-82-1410         

ＵＲＬ   http://www.ishimotosekizai.co.jp  

e-mail         info@ishimotosekizai.co.jp  

 

 

              今年もとうとう師走となり、あらためて一年の経過の早さに驚きと戸惑い

を感じておりますが皆様におかれましてはますますご健勝の事とお喜びを

申し上げます。 

さて、今春より創刊させて頂きました『イシモトかわら版 架け橋』も今

回で第３号となりましたが、このかわら版を通じ皆様と新たな繋がりを持て

ました事、また思っておりました以上に皆様より励ましの声や御連絡を頂け

ました事に改めて御礼申し上げます。また、人事に関しまして、私が本年 

八月より石材部長から専務取締役に就任致しました事を関係者の皆様へこの場をお借りして御報告さ

せて頂きます。今後ともどうぞ宜しくお願い致します。          専務取締役 石元正喜 

 

 

 
『お墓参りについて』 

 

皆さんはどのようにお墓参りをされますか。まず日程を決める。何カ月も前からか、急に思い立ってか。前日か当

日の朝にはお花と線香、お供え、お掃除用具などを用意する。 

そしてお墓参り。まず墓前で合掌してご先祖様に御挨拶。雑草を抜き、石碑を水洗いし、綺麗に乾いた布でふきあ

げる。そしてお花、線香、供物を供えみんなで合掌。昔は全て終わってからお墓の周りでお弁当を広げて御先祖と一

緒に昼食という光景もよく見かけました。 

私は日程を決めたり、花屋さんで墓参用のお花を買ったりするところからお墓参りは始まっていると思います。ま

た、行き帰りの道中を含めて御先祖様を心に想う大切な時間だと思います。 

墓地には雨をしのぐ屋根もなければ、快適に過ごせるエアコンもありません。春、秋のうららかな陽気。頬に感じ

る爽やかな風。そんな心地よい日もあれば、夏には草抜きで汗でびっしょりになったり、冬には水道が凍結し蛇口か

ら水も出て来ない。手はかじかみ、頬に痛い様な寒風が吹く。そんな厳しい天候の中でのお墓参りもあると思います。

日本人はそんな大自然の中で何百年と故人を埋葬し、おまつりしてきました。 

日本人にとってお墓参りは先祖と対話する大切な慣習であり、なくしてはいけない場所と時間だと思います。どん

な天候の中でも最後に合掌し御先祖様と心の中で対話する時自分の心が穏やかになり、清々しい気分になります。 

お墓参りにはぜひ小さな子供を連れて行ってあげましょう。自分の子供、孫、ひ孫を連れて行ってあげましょう。 

 

 

 

http://www.ishimotosekizai.co.jp/
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『お墓を整理したい』となったとき まず、どうする？ どうしたら良い？ となりますよね！ 

                         実は 

 

 

それではその後どういった事が必要になるか御説明致します。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上が一般的なお墓を整理する時の流れとなりますが最初に御連絡を頂ければ、ほとんど代行が可能

です。なので、まず 『石元に連絡する』で OK なのです！ 

 

そして御先祖のお話をいっぱいしてあげましょう。御先祖のうち一人でも欠けていれば私たちはこの世に存在しま

せん。この世に生を受けた事が奇跡であり、その生は全うしなければ次の世代にバトンはつないでいけません。自分

の命も自分以外の命も本当に貴重で大切なものだとお墓の前で教えてあげましょう。その子が成長すればまた、自分

の子供をお墓参りに連れていくようになるでしょう。そうやって過去から、現在、未来にずっと繋がっていきます。    

お墓参りは大事にしましょう。 

 

ただ、そうはいってもお墓を整理しなければならない家もあります。草ぼうぼうで無縁墓状態にするのがいちばん

御先祖様に申し訳ない事です。次の項目でお墓の整理の事を詳しくご紹介します。 

代表取締役 石元孝浩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① まずはイシ

モトへ TEL して

下さい。 

そこから始まり

ます。 

④ 仏様（お骨）

の改葬先を決め

る 

③ 現地確認し

て撤去費用の見

積り 

② 墓地の管理

者へ返還の連絡 

⑥ 御寺院へ 

抜魂の依頼 

（日時設定） 

 

⑦ 墓前法要を

行いお骨を取り

出します。 

 

⑧ お骨を改葬

先へ持って行き

ます。 

 

 

⑤ 墓地管理者

へ返還申請書類

の提出 （墓地に

よっては多数） 

 

⑨ お墓の解体

撤去工事に取り

掛かります。 

 

⑩ 解体した石

材の小割削岩加

工をし、公共処分

地へ配送 

 

⑪ 撤去工事完

了の連絡と管理

者へ完成届け書

類の提出 

何から 

どうしたら 

いいの 

？？？ 



お墓を整理される方のほとんどの方が悩まれます。先祖より受け継いだお墓を自分の代で処分してしま

って良いのだろうか？『御先祖に申し訳が立たない』とか『処分すると罰が当たるんじゃなかろうか？』等 

でも良く考えて下さい！子どもがいない、居ても女の子ばかり、後継ぎはいるのだが遠方に住まいして戻っ

てくる事は無い等でこの先、先祖から受け継いだお墓を維持管理していく事が出来なくなる方がたくさん

いらっしゃいます。少子高齢化が進む現代において避けては通れない問題がますます増えていくのです。 

お墓はそのままにしておけば間違いなく無縁墓になり無縁仏になるのはご先祖様に 

とって一番の悲劇と言えます。そうなる前にしかるべき手を打って御先祖様に安心して 

頂いた方が喜ばれると思います。お墓を綺麗に整理し、新たに永代にわたっておまつり 

して頂けるところにお骨を預けるという方法もございます。 

 

 

 

 

上記のような後継ぎが居られない方やこの先お墓でのおまつりがどうしても出来ない方等はお寺の納骨堂

や合祀墓にておまつりして頂くのも一つの方法です。 

一定期間、納骨堂でおまつりしてから合祀墓に埋葬される場合や、直ぐに合祀墓に納められる場合など

御寺院様によって色々ですが最終的には御寺院様にて埋葬供養をして頂けますので安心です。 

ここで当社で出入りをさせて頂いております御寺院様の納骨堂や合祀墓と、一般的に有名なお寺をご紹

介致します。詳しくはお問い合わせ下さいませ。 

 

能福寺『兵庫大佛』 （天台宗） 神戸市兵庫区北逆瀬川町 

最寄駅＝JR 兵庫駅より徒歩 15 分  

福厳禅寺  （臨済宗南禅寺派） 神戸市兵庫区門口町 

          最寄駅＝JR 兵庫駅より徒歩 8 分 

一般的に納骨で有名な寺院 

 

須磨寺（須磨寺派本山） 山陽、阪神、阪急電車 「須磨寺駅」より北へ 5分 

  

一心寺（浄土宗） 大阪天王寺 JR天王寺駅より徒歩１５分 

上記の御寺院様は宗派を問わず、お骨を預かって頂けますので 

御希望の方はご相談下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※
食
後
す
ぐ
に
歯
を
磨
く
と
虫
歯
に
な
る
！ 

唾
液
は
虫
歯
予
防
の
強
い
味
方 

 

食
後
す
ぐ
の
歯
磨
き
は
控
え
た
方
が
良
い
事
を
御
存

知
で
し
た
か
？ 

食
後
す
ぐ
の
口
腔
内
は
食
べ
物
の
酸 

や
糖
分
で
酸
性
に
傾
い
た
状
態
に 

な
っ
て
い
ま
す
。
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質 

が
一
時
的
に
弱
ま
っ
て
い
る
状
態
で 

す
。
こ
の
状
態
で
歯
を
磨
く
と
弱
ま 

っ
て
い
る
歯
の
表
面
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
事
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。 

で
は
ど
の
位
が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

お
よ
そ
３
０
～
４
０
分
位
後
を
目
安
に 

す
る
の
が
良
い
ら
し
い
で
す
。 

  ※
目
薬
を
点
眼
後
眼
を 

パ
チ
パ
チ
す
る
と
効
果
減
？ 

 

目
薬
を
点
眼
後
に
目
を
パ
チ
パ
チ
す
る
と
目
薬
も
涙

と
一
緒
に
目
が
し
ら
の
方
に
集
ま
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
し
て
涙
点
か
ら
喉
へ
と
流
れ
て
し
ま
い
、 

目
薬
の
効
果
が
十
分
発
揮
さ
れ 

 

な
い
の
で
す
。
暫
く
瞼
を
閉
じ
る

か
、
目
頭
を
指
で
軽
く
押
さ
え
ま

す
。 

最
低
で
も
１
分
は
目
を
閉
じ
た
ま

ま
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

   

先
日
、
生
田
神
社
に
お
参
り
に
行
き
、
神
主
さ
ん
に
年
末

年
始
の
行
事
に
つ
い
て
、
お
話
し
を
伺
う
事
が
出
来
ま
し
た
。 

１
２
月
３
１
日
に
は
師
走
大
祓
式
（
し
わ
す
の
お
お
は
ら
い

し
き
）
と
い
う
神
事
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

社
殿
左
前
に
あ
る
祓
所
（
は
ら
え
ど
） 

に
お
い
て
人
間
の
形
を
型
取
っ
た
人
形 

（
ひ
と
が
た
）
に
各
自
息
を
３
回
吹
き 

込
み
、
本
人
の
身
代
わ
り
と
し
て
お
祓 

い
し
、
日
々
の
暮
し
の
中
で
自
分
で
は 

気
が
付
か
な
い
う
ち
に
心
身
に
つ
い
た 

罪
や
汚
れ
を
清
め
る
神
事
だ
そ
う
で
す
。 

悪
事
災
難
を
祓
い
清
め
て
さ
わ
や
か
な 

気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
お
正
月
に
は
桜
門
前
に
「
杉
盛
り
」 

が
飾
ら
れ
ま
す
。
生
田
神
社
で
は
水
害
で
倒 

 
 
 
 
 
 
 
 

れ
た
松
の
木
が
社
殿
を
壊
し
た
と 

い
う
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、

松
を
忌
み
嫌
い
一
般
的
な
門
松
で
は

な
く
杉
を
用
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。 

参
拝
者
の
方
々
が
お
み
く
じ
を
ひ
い

た
後
は
、
杉
盛
り
に
結
び
付
け
る
の
で

み
る
み
る
白
く
な
っ
て
い
く
の
だ
そ

う
で
す
よ
。
年
末
年
始
、
自
宅
で
ゆ
っ

く
り
も
良
い
で
す
が
、
神
事
に
参
加
し

た
り
初
詣
に
出
掛
け
て
杉
盛
り
を
見 

た
り
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
皆
様
も
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
で
も
あ
る
生
田
神
社
に
是
非
行
か
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 

鵯
越
支
店
事
務 
岩
村
明
子 

  

ア
ク
セ
ス
＝ 

Ｊ
Ｒ
三
ノ
宮
駅
よ
り
徒
歩
５
分 

 

イシモト 

線香引き換えクーポン 
 

このクーポンと引き換えにお参り用

のお線香１束と交換させて頂きます 

有効期限 平成 28年 3月末日 

 

石元石材工業株式会社 本社 

0120-82-1410 
石元石材工業㈱ 鵯越支店 

078-691-7174 
線香の引き換えは本社及び鵯越支店でもさ

せて頂きますのでお参りの際に是非お立ち

寄り下さいませ。 

寺院墓地情報 

西区潤和の寺院墓地 

  市営地下鉄伊川谷駅より    

 車で１５分 

北区山田町の寺院墓地 

神鉄箕谷駅より 車で５分   

兵庫区三川口町の寺院墓地 

JR兵庫駅より 徒歩８分   

垂水区舞子墓園内の寺院墓地 

JR垂水駅より バスで１５分 

詳細はお問い合わせ下さいませ。 

防風灯 彫刻小物 

２0％割引クーポン 
 

このクーポンを御呈示頂けましたら

当社通常価格より２0％の割引をさ

せて頂きます。(ご利用は１回のみ) 

有効期限 平成 28年 3月末日 

 

 

 

 

石元石材工業株式会社 

0120-82-1410 
このクーポンを切り取ってご使用下さい。 

ひとがた 

info
無効


